
 

７月２３日（月）、平成３０年度第１回 医療と介護に関する勉強会（檍・中央東）が宮崎市保健所・

中央保健センターにて開催されました。会の趣旨としましては、昨年、檍・中央東地区の地域包括ケ

ア会議にて、医療・介護従事者が集う機会を希望される声が多くありました。その中でも、認知症に

対する意見が多く、今年は「認知症」をテーマに「檍若手の会」（檍・中央東多職種連携会）運営の

もと開催することにしました。第１回は、当院の前田院長が講師として招かれ講演しました。参加者

は１００人を超える盛況ぶりで、みなさんに熱心に聞いていただきました。質問も活発に行っていた

だきました。その中に、慈英病院の認知症患者に対する退院支援と地域活動について質問がありまし

た。東事務長より、退院に向けて多職種で取り組んでいる現状や家族の理解や協力を得るための家族

教室の開催などについてお話させていただきました。勉強会の最後に名刺交換会も行われ、多職種間

の交流があり有意義な時間でした。 
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『認知症の知識を深めよう～事例をとおして学ぶ～』 

多くの施設から様々な職種の方が参加しました。 講演後の質疑応答も活発に行われました。 

事務長から病院の取り組みを説明致しました。 檍若手会の運営メンバーです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6月 23日(土)、出来島・高洲コミュニティーセンターで第 7回健康教室を開催しました。本格的な夏を迎える

にあたり、小まめな水分補給などの熱中症対策について、当院の院長前田正存が「熱中症への理解と自分でで

きる対策」について約 1時間お話させていただきました。 
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病院機能評価 3rdＧ：Ver.1.1認定までの道程 

 

第７回健康教室 

『熱中症への理解と自分でできる対策』 

当院は、2013年７月 5日に初めての認定を受けました。その当時は、病院機能評価の第２

世代のVer．6.0でした。解説集の意味を理解するのも大変で、ただマニュアルの整備で終わっ

たような気がします。それから、月日が経過するのは早いものです。５年後の更新となりました。

今回の更新は、「機能種別版評価項目 3rdG:Ver1.1」での受審でした。この機能種別版評

価項目は、従来の体制、手順の整備等の構造的な内容を集約し、実効性のある機能評価と

なるよう、機能の発揮／組織的な活動（プロセス）を重視した内容となっていました。具体的に

は、「患者の視点に立った、良質な医療の実践」を評価するため、4 つの評価対象領域で構成

され、患者さんが医療を受ける流れに即した評価、業務の流れに即した評価など、より実質的

な状況が評価されました。サーベイヤーの方々から、細やかな指導も含め評価を頂きました。 

今回、認定証は頂きましたが、今後も日々の患者支援等の過程を大切にし、継続していくこと

の重要性を再認識しました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

七夕 

大規模地震時医療活動訓練 

近年自然災害が猛威をふるい全国各地で甚大な被害が報告されております。 

８月３日に内閣府主催の平成３０年度大規模地震時医療活動訓練が行われました。当院では災害時

の避難経路の確認、IMIS を使用した救援方法の確認を行いました。今回の訓練の経験を活かし患者

様やスタッフの命を守れる様に我々も日々勉強し訓練を行っていきます。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医 療 区 分 別 入 院 患 者 数 在 宅 復 帰 率 （ 2 0 1 8 . 8 . 1 現 在 ） 1 人 1 日当たりリハビリ実施単位数 

   

軽快退院患者の FIM 評価点数(n=40) 退 院 先 （ 2 0 1 8 . 1 ～ 7 ； n = 1 0 8 ） 褥 瘡 を 有 す る 患 者 数 ＆ 治 癒 数 
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